
発行 ：大分県土木建築部　都市・まちづくり推進課
〒870-8501 大分市大手町３丁目１－１
Tel.(097)506-4671 Fax.(097)506-1778

令和７年３月発行



魅力あるおおいたの景観.....３

魅力あるおおいたの景観を形成する３つの要素.....４

おおいたの地形・地質.....５

おおいたの歴史・文化.....７

おおいたの生活・生業.....9

わたしの○○らしい景観....13

景観と仲良くなろう....28

わたしたちにできること....29

おおいたの景観の素晴らしさを
お伝えしたいです！

1 2

ケイコさん：「おおいたの景観」について
　　　　　　日々考えているスタッフ

カン太くん：「おおいたの景観」が大好きな見習い
　　　　　　風呂敷には何か宝物が入っているとか

「景（景色・風景）」を「観る」と書いて「景観」。
私たちの周りにある景色や環境の見え方のことです。

今日は、一緒に
おおいたの景観を見ていきましょう。

遠くの山々、温泉の湯けむり
電車の中から見えるまち並み
桜並木、夕焼け空
など、たくさんの景観があります。

❷
真玉海岸

❸
両合棚田

❿
別府湾と
別府温泉の
湯けむり

❺
富貴寺

❼
石灰鉱山

❻
杵築城

❽
二王座

❾
藤河内
渓谷

❹
馬渓橋

表紙の写真

❶タデ原湿原

大分県には魅力的
な景観がたくさん
あるね！

❶タデ原湿原

❷真玉海岸

❸両合棚田

❹馬渓橋
❻杵築城

❺富貴寺

❽二王座
❼石灰鉱山

❿別府湾と
　別府温泉の湯けむり

❾藤河内渓谷



農業、林業、漁業が受け継がれるとともに、
近代化が進み、鉄道や道路が走り、臨海
部には工業地帯や工場がつくられ、現在
の私たちが見ているような景観が出来て
いきました。

大昔、火山活動等によって大分県固有
の自然（山、川、海）の形が出来てい
きました。

大分県固有の自然に寄り添うように先
人たちの暮らしが出来ていき、人々が
集まって暮らす中で、信仰やお祭り、
郷土料理などの歴史や伝統文化が生ま
れ、受け継がれてきました。

おおいたの景観は

の３つの要素が重なって出来ています。

　みなさんは、「魅力あるおおいたの景観」と聞いて、どのような景

観を想像しますか？

　大分県は、くじゅう連山や祖母・傾山系といった雄大な山々、山国
川や大分川といった壮大な河川、大分県に面する周防灘や豊後水道と
いった壮観な海、九重火山群や由布･鶴見火山群から湧き出す温泉な
ど、美しく豊かな自然に恵まれています。

　これらの美しく豊かな自然と先人たちの暮らしの中で、歴史や文化
とともに育まれた建造物やまち並み、生活や生業のための石橋や美し
い水田、情緒ある温泉地などの様々な「魅力あるおおいたの景観」が
形成され、現在まで引き継がれています。

　本ハンドブックは、「魅力あるおおいたの景観」をさらに次世代へ
と引き継いでいくために、県民のみなさんが「魅力あるおおいたの景
観」について知り、身近な景観から守り育てていくきっかけの一助に
なれたらと思い、作成しました。

大分県ならではの
自然、歴史、暮らしによって
形成された景観が
「魅力あるおおいたの景観」なんだね。
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大分県下は、江戸時代 8藩 7領という
15 の領土に分けられていました

※

由布岳 /由布市

酢屋の坂 /杵築市

大分臨海工業地帯 /大分市

まだ見たことのない
素晴らしい景観が
いっぱいあるよ。

みなさんは大分県内の
どこの景観が好きですか？
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県内には多くの火山があります。
温泉の大多数は火山性であり、別府市の鶴見岳、由布市の
由布岳、南西部のくじゅう連山の周辺に集中しています。

北部の周防灘は遠浅の海岸、
中部の別府湾沿岸はなだらかな海岸、
南部の日豊海岸はリアス海岸、
となっています。

山国川、大分川、大野川、番
匠川は大分県を代表する一級
河川です。日田、玖珠地方に
は有明海に注ぐ筑後川、佐伯
市宇目には五ヶ瀬川水系の北
川が流れています。

北東部は、火山の噴火による岩
峰群が立ち並ぶ両子山、北西部
は英彦山系、南西部は「九州の
屋根」といわれるくじゅう連山、
南部は原生林が広がる祖母・傾
山系の山々が連なっています。

周防灘に面する真玉海岸 / 豊後高田市

日豊海岸に位置する元猿港/佐伯市

原尻の滝は、阿蘇の巨大噴火による火砕流が冷えて
固まり溶結凝灰岩となり、やがて水の浸食により崩
落して出来たものです。/ 豊後大野市

ジオパークとは、地形や地質等について、その成り立ちな
どの調査研究を行いながら、教育・学習活動やツーリズム
などに活用し、地域活性化につなげる取組みを行っている
地域のことです。県内では、2013 年９月に「おおいた姫
島ジオパーク」と「おおいた豊後大野ジオパーク」の２地
域が日本ジオパークに認定されました。

県北東部に位置する姫島は、約３０万年前から活動
した７つの火山によってできた４つの小島が、海の
作用により砂州で繋がって一つになった島です。
/ 姫島村

くじゅう連山北方にある猪牟田 ( ししむ
た ) カルデラから流れ出た火砕流によっ
て出来た耶馬渓の景観 / 中津市

日出町城山展望台から見た別府湾

どこの海で
泳ぐのが好き？

伐株山から見た筑後川

県内に
違うタイプの海岸が
あるんだね。

伽藍岳の火口 / 由布市 

入山公廟（竹田市）から見た祖母・傾山系

６
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江戸時代には、８藩７領という１５の領土に分け
られた小藩分立により、藩や他国の領地、天領等
がモザイク状に分布していました。各藩等が築い
た城や館を中心に城下町、在町等が形成され、そ
の当時の文化圏が現在も各所のまち並みに息づい
ています。

国東半島では、神仏習合の「六郷満山文化」が花
開きました。六郷満山とは国東半島にある寺院群
の総称のことです。宇佐神宮は神仏習合発祥地の
一つとされています。

牛馬の放牧地やカヤ場として野
焼きや採草によって維持されて
きた緑豊かな草原は、先人たち
が自然との共生の中で培ってき
た「魅力あるおおいたの景観」
といえます。

大分県内は加工しやすい溶結凝灰岩が豊富なため、石による建造物が数多く
残されました。特に、県北部地域や豊肥地域を中心に、石橋、棚田の石積み、
家屋の基礎等に石材が利用され、固有の文化的景観を形成しています。

●神仏習合とは、日本古来の神道と仏教が、融合・調和
　すること。

馬渓橋 /中津市

両合棚田 /宇佐市

石橋の数は全国で大分県
が最も多く、約 500 基
あります！

豆田町 /日田市飯田高原の野焼き /九重町

両子寺 /国東市

住吉橋 /竹田市

鷹栖観音堂 /宇佐市

宇佐神宮 /宇佐市

●野焼きには樹林化を防ぐ目的があり、春先に
　枯れた草原を焼くことで病害虫を防ぎ、草の
　新芽の発育を促す効果があります。

城下町 /日出町

●県内では、阿蘇山の噴火による火砕流堆積　　
　物が溶結した溶結凝灰岩が多く見られます。

府内城 /大分市

野焼きは 1000 年近くも前
から続いているんだって！
今では主に環境の保全のた
めに行なわれているよ。
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大分県には多様な温泉があり、別府の湯けむり
景観をはじめ、県内各所で雄大な自然や温泉街
を背景とした情緒ある「おんせん県おおいた」
の景観をつくり出しています。

大分県は、山地が多く平地が少ない地形であり、
県土の約 70％を森林が占めています。
また、自然公園は県土の 30％近くを占め、全国平
均の倍となっており、森林や自然公園など自然景
観に恵まれています。

スギ林 /九重町

タデ原湿原（阿蘇くじゅう国立公園）
/九重町

大分県はスギの
生産量が全国３位！

筋湯温泉 /九重町

大分の森林のうち
およそ 50％が
人の手によって
植えられた
人工林なんだって！

鉄輪温泉 /別府市天ヶ瀬温泉 /日田市 湯平温泉 /由布市 長湯温泉 /竹田市

ドライブに
ぴったり！

大分県森林・林業デジタル副読本
「木っとつながる森とくらし」

参考：

自然公園と温泉に
恵まれているんだね！

石灰鉱山とまち並み /津久見市

別府湾の港や大分市の大分臨海工業地帯、
周防灘から日豊海岸にかけての漁業景観、
津久見市の石灰鉱山とセメント工場等、
暮らしを支える産業の景観が見られます。

美迫池 /国東市

宇佐平野 /宇佐市

大分臨海工業地帯 /大分市

漁村集落 /臼杵市

白水溜池堰堤水利施設一溝 /竹田市
えんてい

水田や畑などの耕地は、県土の約 10％で、
海岸部の平地、河川沿いの盆地、山間部に
分布しています。先人たちが築き上げた

灌漑施設は、今でも管理され、現役で活躍
しています。

かんがい

クヌギ林とため池がつなぐ国東半島宇佐地域の
農林水産循環が、2013 年 5月、世界農業遺産
に選ばれました。

県下最大の穀倉地帯です。

1938 年に築造された灌漑用水の調整
ダムです。通称「白水ダム」と呼ば
れています。

かんがい

https://www.pref.oita.jp/soshiki/16210/hukudokuhonhontai.html
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大分県では、令和 5年３月に策定した「大分県広域
景観保全・形成指針」の中で、地形・地質、歴史・
文化、生活・生業の３つの視点から「１２の広域景
観エリア」を設定しています。

大分県広域景観保全・形成指針
（令和５年３月）

詳しくはこちら！

ドライブの
参考にしよう！

周防灘に面し、遠浅で干潟が
美しいエリア

別府湾を囲む市街地、海、山々の
景観を楽しめるエリア

❶周防灘エリア❶周防灘エリア
神仏習合の六郷満山文化が
花開いたエリア

❷六郷満山エリア❷六郷満山エリア ❸別府湾エリア❸別府湾エリア
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中津干潟 両子寺 別府湾

❼日豊海岸エリア❼日豊海岸エリア

❻祖母・傾自然公園エリア❻祖母・傾自然公園エリア❺やまなみハイウェイエリア❺やまなみハイウェイエリア❹筑後川水系エリア❹筑後川水系エリア

❽耶馬渓エリア❽耶馬渓エリア ❾北部石橋文化エリア❾北部石橋文化エリア

12南部石橋文化エリア12南部石橋文化エリア11臼杵藩文化圏エリア11臼杵藩文化圏エリア❿おおいた温泉地エリア❿おおいた温泉地エリア

石積みの棚田や石橋が多く残る
エリア

奇岩、秀峰、峡谷、渓流などが
広がるエリア

玖珠盆地、日田盆地を流れる
筑後川流域のエリア

火山帯に沿って温泉地が集積して
いるエリア

日本風景街道に選ばれている
やまなみハイウェイを中心と
したエリア

大野川流域を中心に、石橋が
多く残るエリア

祖母傾国定公園、祖母傾県立自然
公園の指定エリア

臼杵市旧城下町、大分市戸次本町、
豊後大野市市場通りを含むエリア

リアス海岸や離島が美しいエリア

三日月の滝 長者原 神原渓谷

鳥居橋青の洞門波当津海岸

別府温泉 八町大路 虹澗橋
こうかんきょう

https://www.pref.oita.jp/soshiki/17510/kouikikeikanshishin.html


漁業とともにある暮らし

豊後大野市緒方町

歴史的なまち並みとともに
ある暮らし

後藤祥さん

水と石の上に
成り立つ景観。

水田は、遠くから井路（水路）を
引くなど先人たちの苦労や技術に
よって広げられていきました。

大分県には江戸時代の小藩分立を
背景とした文化圏があり、今も各
所のまち並みに息づいています。

県東南部の日豊海岸沿岸はリアス海岸で、海
のすぐ後ろに山があるという特徴的な景観を
有するとともに、豊かな漁場となっています。

　大分県には、地域それぞれに素晴らしい「魅力あるおおいたの景観」があります。
それらの景観は、その地域に住む人々の暮らしや営みによって、守られ、育まれてい
ます。そこで暮らしている方々に会いに行き、景観への思いや景観との関わり方など
を聞いてきました。

水田と井路とともにある暮らし

佐伯市米水津（間越）

臼杵市（城下町周辺）

みなさんに
お話を聞いてきました。

板井登喜雄さん

「おかえり」と言う
日本の故郷がある。

戸高竜介さん

穏やかな海・荒れる海・
大風の海。
海の表情が身近に感じ
取れる最高の場所！

温泉とともにある暮らし

大分県内には多くの温泉地があり、中で
も別府温泉は、毎分約 9万ℓの湧出量と
多様な種類の泉質を誇ります。

石積みの棚田と石橋とともにある暮らし
宇佐市院内町（両合）

草原と生きものとともにある暮らし
九重町（飯田高原）

別府市（別府駅周辺）

道路の側溝から沸き
立つ湯気と、
お風呂セットを持っ
て歩く人たち。

森谷みちるさん

日本の原風景。
先祖から受け継いだ自然を
そのまま残したい。

石井一男さん

空の青と草原の青、
その間（はざま）を
吹き渡る風が見える、
感じられるところ。

川野智美さん

大分県は阿蘇火砕流によって出来た
溶結凝灰岩が豊富にあるため、石橋、
石積みの棚田等、石を使った景観が
多く見られます。

草原の野焼きは放牧や採草などのために、
昔から前から行なわれてきました。現在
でも良好な草原･湿原環境の保全のために
欠かせない活動です。

１３ １４



―後藤さん
季節によって違う風景が見えるのが魅力
ですね。特に水田の風景は、春の水を張っ
た青、夏の緑、秋の黄金色と、四季の移
ろいを感じることができます。

―ケイコ
後藤さんから見て、緒方の景観の魅力は
どんなところだと思いますか？

―ケイコ
後藤さんが「緒方らしいな」と
感じる景観はどこですか？

市外県外から帰ってきたとき、
共栄橋の付近でパッと視界が開
け、水田の広がりが見えたとき、
「緒方に帰ってきたな」と感じま
す。遠くに見える祖母山・傾山
や久住山などを背景とした開け
た水田の風景が僕の原風景です。

―後藤さん

後藤さんが「緒方に帰ってきたな」と感じる共栄橋からの眺め

また、毎年お盆の頃に「小松明
火祭り」という祭りがあり、水
田を照らす夜の松明の灯りが子
どもの頃から大好きでした。 子どもの頃から

大好きな「小松明火祭り」

―ケイコ
お神楽をされているとお聞きしました。

―後藤さん
20 年以上前から緒方三社付きの緒方神楽座
に所属しています。緒方には子ども神楽ク
ラブというものがあり、後継者の育成を行
なっています。
一方で、集落ごとに行うような小さな行事
は子どもたちが少なくなるとともに減少し
ていきました。このような伝統行事は、本
に記録として残ってはいますが、イメージ
できるのは僕たちの世代くらいまで。若い
世代の人たちは本を読んだだけではわかり
ません。映像で残していくことも大切だと
考えています。

何年ぶりに帰ってきても「緒方は変わらんなあ」と言われるような、
いつまでも思い返される風景、景色であってほしい。
今のままでも十分魅力ある景観。その魅力をこれからも伝えていく
のが自分たちの仕事だと思っています。

後藤祥さん /豊後大野市教育委員会社会教育課

開けた水田の風景が僕の原風景。
春の水を張った青、夏の緑、
秋の黄金色と、四季の移ろいを
感じることができます。

緒方三社のうちの一社「二宮八幡社」
手前に井路があり、石橋が架かっている

井路沿いの住宅と水車

こだい

―ケイコ
緒方はこれからどうなっていくといいなと思いますか？

―後藤さん
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こだい

幻想的な
景観だね！

江戸時代、水田の拡大のために、岡藩の命により家屋
は全て井路より山手側に移されました。

豊後大野市

　水路開削により稲作地帯として発展してきた緒方盆地と、盆地中央部を蛇行する緒方川流域の農村
景観が国の重要文化的景観となっている豊後大野市の緒方町。阿蘇火山由来の溶結凝灰岩が覆う丘陵
地帯に位置し、水路網や石橋等、溶結凝灰岩を開発に活かした景観が至る所に残されています。そん
な緒方町で、地域の歴史や伝統文化の継承に携わっている後藤祥さんにお話を聞いてきました。

たいまつ

緒方盆地の土地利用イメージ

緒方川
水田 水田井路 井路

家屋 家屋
道路 道路

山 山

緒方では、江戸時代に岡藩の命によって、
水田を広げるために井路より山側に家屋
を建てることなどの土地利用方法が決め
られました。現在でも、藩政期の面影を
残しているので、その当時の景観が楽し
めます。これは、緒方の方たちの心の中
に農地を守ろうとする思いが根付いてい
るからだと思います。
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海がきれいですね。港の水が透き通っ
ていて、間近にたくさんの魚が見え
るのでびっくりしました。

ここは自然がきれい。きれいな海で
獲れる魚なので自信を持っています。

―戸高さん

―ケイコ
漁師である戸高さんは、日頃どのよ
うな景観を見ているのでしょうか。

穏やかできれいな海も好きですが、
台風の時の大荒れの海を見るのも好
きなんですよ。大自然の力強さを感
じ、「僕は勝てないな」と思いなが
ら見ています。

―戸高さん

―ケイコ
そういう視点で海を見るのって、漁
師さんならではという気がします。
海の存在をとても身近に感じている
んですね。

海の景観は朝と夕方でも違う
し、季節でも違う。船上で、
朝日が昇ってくるのを見るの
が好きですね。船端に立てば、
自分と海、山、朝日の間を遮
るものがない。夜に星空を見
るのもいいですね。星空を独
り占めできるんです。

―戸高さん

―ケイコ

間越の海はきれいですが、景観や環
境を守るために何かされていること
はありますか。

―戸高さん

プラスチックごみも多いです。ウミガメが
プラスチックごみを食べることもありま
す。ウミガメに限らず、生きものを守るた
めに海岸清掃が大切です。

第一にやはり海岸清掃ですね。山から大量
の木や枝や木くずが流れてきます。台風の
あとは特に多い。山と海はつながっている
ので、一体的に守っていく必要があると思
います。

魚には季節があるんですよ。季節を楽しめ
るのが魚の醍醐味だと思います。春は真鯛
や赤ガマス、夏はスルメイカとハガツオ、
秋はカンパチ、サバ、太刀魚、冬はヒラメ
やヒラスズキ、アオリイカ。カツオは夏か
ら秋にかけてが旬ですが冬も脂がのって美
味しい。真アジは一年中美味しいですね。

―ケイコ

荒れた海 (はざこ展望台から撮影） 穏やかな海 (はざこ展望台から撮影） 戸高竜介さん /光盛丸

船端に立てば、自分と海、山、朝日の間を
遮るものがない。
夜に星空を見るのもいいです。

―ケイコ
最後に間越で獲れるお魚について
教えてください。

―戸高さん

はざこ展望台から見た間越港

間越海岸

船の上から見た朝日夜の間越港

リアス海岸にある港は、すぐ後ろに山が迫っています。
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美味しそう！

佐伯市

　日豊海岸に位置する間越は、複雑な地形であるリアス海岸に栄養豊富な海流（黒潮）が流れ込むこ
とにより、透明度が高く、きれいな海となっています。そんな間越で漁師をしている戸高さんにお話
を聞いてきました。

船の上から見る朝日も星空も
とってもきれいなんでしょう
ね。漁師をされている戸高さ
んだから見ることのできる、
とっておきの景観ですね。

―ケイコ

船の上から
見てみたいなあ

季節ごとの魚、
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板井さんは、臼杵市の「景観形成ガイドブック」
の作成に携われたそうですね。

臼杵は歴史のある町ですが、「何時代」という
縛りはなく、それぞれの時代ごとに丁寧につく
られた建物が集まって「臼杵らしさ」となって
いるように思います。

「景観形成ガイドブック」では、丁寧につくら
れる建物なら「良し」としたいけれど、それが
どういうものか一つひとつルールを決めて伝わ
り易くしています。
地元の設計者ならガイドブックに沿った対応が
できますが、地元の方以外の設計においては、
理解が行き届いていない部分も多々あります。

―登喜雄さん

日本中どこに行っても「らしさ」がなくなっ
てきていることを危惧しています。地域ご
との特色や伝統工法が伝わっていない。町
の景観や建物の景観が壊れてきていると。

―ケイコ

私は福岡県大牟田市出身です。
臼杵には「素晴らしい」景観がたくさんあり
ます。でもそれは、この土地で生まれ育った
人たちにとっては当たり前すぎて、気づいて
いないことかもしれません。
私が勤めていた幼稚園では、春に臼杵公園の
素晴らしい桜を見ることができます。先生た
ちは園庭で遊ぶ子どもたちに「きれいだね、
桜の花が咲いたね」などと語りかけます。

子どもたちが大人になったときに、遠くにい
ても近くに住んでいても、臼杵らしい景観を
誇りに思い、大切に守っていこうと思う「良
い種」を、日々の生活の中で蒔き続けること
が大切だと感じます。

ごく普通の生活圏の中にある石の塀や、屋根
瓦の美しさ、臼杵らしさや臼杵の良さに、ま
ず、大人たちが気づき、感じることが、次の
世代の子どもたちへ伝えていくための大切な
懸け橋になる気がします。

―優子さん

臼杵らしい景観を守っていくには、いい
ものをいいと思える心を育てることが大
事。僕は建築の立場から景観をつくるこ
とに関わってきましたが、教育がいかに
大切かということを感じます。

―登喜雄さん

登喜雄さんと優子さんは、建築と教育の
両輪で、臼杵らしさを守っているんだな
あと思いました。

登喜雄さんに見せていただいた建築のスケッチ
温かいタッチから、建物や臼杵への愛情を感じます。

―ケイコ

板井登喜雄さん /会社役員
板井優子さん /元幼稚園教諭

「景観形成ガイドブック」
/ 平成 25 年 臼杵市

平成 24 年度に景観形成重点
地区の「景観計画」が策定
されたことに伴い、「景観計
画」について広く市民に知っ
てもらうために作成された。

生活圏の中にある臼杵らしい景観を、
子どもと一緒に感じることを大切に
したいですね。

この歴史ある坂道も、地域の
人たちが守っているんだよ。

登喜雄さんからは「丁寧」という言葉を
お聞きしましたが、臼杵のまち並みから
は、建物の建て方や暮らし方の「丁寧さ」
を感じます。

臼杵に来ると、なんだか気持ち
が落ち着くんだよね。

景観を守るには、伝統工法などを伝えてい
くことも大切なんですね。

―ケイコ

いいものをいいと思える
心を育てることが大事。
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※「景観ガイドブック」では、
　二王座の景観を守るための配慮事項等

を定めています。

暮
ら
し
と
と
も
に
あ
る
景
観

臼杵市

このように、素晴らしい景色を通して、先生
たちが言葉の種蒔きをしていると、日々過ご
している場所を誇らしく思う、子どもたちの
心が育まれていくように思います。

映画の撮影にも使われた、
二王座の坂道にある洋館風
の建物

　丹生島城（臼杵城）の城下町として発展し、今でも石畳に武家屋
敷や町屋などの風情が色濃く残り、国の都市景観 100 選に選ばれた
臼杵市二王座。そんな二王座の武家屋敷で暮らし、地元で建築業を
営む板井登喜雄さんと、長年幼稚園で教諭をされていた奥様の優子
さんにお話を聞いてきました。

石の塀と屋根瓦の連続性が美しい二王座の坂道

―ケイコ
子どもの頃から感性を育てていくこと
が大事なんですね。

―優子さん
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飯田高原の草原は、春の野焼き、夏
の青々とした緑、秋のススキ、冬の
雪景色と本当に美しいですよね。

―川野さん

―ケイコ
草原＝自然みたいに思っていたけれど、
実は生活の場だったんですね。
生活の場としての草原の役割はどのよう
なものなんでしょうか。

飯田高原といえば春の野焼きが有名ですが、
なぜ野焼きをするのですか。

―ケイコ

―ケイコ
生物多様性という言葉が出ましたが、
もう少し詳しく教えてください。

草原といってもいくつかの種類があるん
ですよ。例えば野焼きや採草などを行い、
その地に生育するススキなどの野草が繁
茂した草原（半自然草原）や、土地改良し、
牧草となる種子を蒔くことで出来た草原
（人工草地）などがあります。飯田高原の
草原は生活の場だと言えます。

―ケイコ

川野智美さん

―川野さん
屋根葺き用の茅（カヤ）場、牛馬のエサ
の採草地や放牧地などの役割があります。
近年では、茅葺屋根も牛馬の放牧も減っ
てきましたが。

―川野さん

野焼きをすることは、樹木などを生えにく
くする効果があります。草原を放置すると
樹木が生えて森林となり環境が変わってし
まいます。半自然草原を維持することは、
生物多様性の維持にもつながります。野焼
きは地域の方々とボランティアの方々が
「草原の自然と風景を守りたい」という思
いを持って参加しています。

―川野さん
実は日本では、人の手が入っていないとこ
ろはほぼないと言っても過言ではありませ
ん。人の手が入り環境が変わることが全て
悪というわけではなく、「里山・里地」と
いうような人が生活のために維持してきた
場には、多様な自然があり、多様な生きも
のが命をつないできました。

生物多様性が失われるのは、「開発によ
る改変」がまず頭に浮かぶと思います
が、「人の関与がなくなることによる荒
廃」も大きな要因となるのです。

飯田高原では、暮らしを維持することが
生物多様性を守ることになるんですね。

―ケイコ

―川野さん
そうですね。先人たちの暮らしの知恵の
中に自然と共生するヒントがあると思い
ます。

川野さんが九重ふるさと自然学校に来られ
たのはいつですか。

―ケイコ

開校して４年目に来ました。立ち上げたば
かりの頃です。地域の老人会のみなさんに
は大変お世話になりました。田んぼ作りも、
地域のおじいちゃんおばあちゃんに教えて
もらいました。地域のみなさんに教えても
らったことに、スタッフの得意分野を足し
て、自然学校のプログラムを作っています。

―川野さん

例えば「お米も生きものも育む自然共生型
田んぼ」は無農薬とともに、中干し延期や
冬期湛水など田んぼの生きものと共存しや
すい工夫をこらし、一年中田んぼの生きも
の観察ができます。

気候風土にあったもので、美味しい
ものが出来上がります。その土地で
採れたものが一番美味しい。ふるさ
とを愛する心を育むことに、食もす
ごく関係があると思います。子ども
の頃から食べているものを食べる
と、懐かしくて嬉しい気持ちになり
ます。味だけでなく思い出も一緒に
なってさらに美味しい。

―川野さん

飯田高原は、大自然と人が折り合いながら、
いい塩梅で作り上げてきた景観だと思います。

野焼きは、地域のみなさんと
ともにボランティアのみなさんが
頑張ってくれているんだね。

若く実が柔らかいうちは焼
いて食べ、完熟したら乾燥
させて粉にして餅に混ぜて
「とうきび餅」として食べた。

「おりゅうさん豆」
おりゅうさんが飯田にお嫁に来た時に
持ってきたと言われている。「むらさ
き豆」とも呼ばれる。

おりゅうさん豆、
とっても
美味しかったです！

―ケイコ
美味しいものを食べて思い出す
「ふるさとの景観」ですね。
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野焼きの様子

一般財団法人セブン -イレブン記念財団
九重ふるさと自然学校　代表

　九重町南部の阿蘇くじゅう国立公園内に位置し、美しい高原の景観や
貴重な動植物の宝庫でもある飯田高原。そんな飯田高原で自然環境や生
態系の保護・保全活動を行っている川野さんにお話を聞いてきました。

九重町

生きものも育む「自然共生型田んぼ」
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「むたとうきび」



お二人の温かくてまっすぐな人柄に
ファンになってしまいました。
また来ます！！

両合は空気と水がきれいなと
ころ。昔のままの環境を守っ
ているので、タガメ、イモリ、
ドジョウ、たくさんの生きも
のが棲息しています。

ＡＰＵ（立命館アジア太平洋大学）の学生
さんたちと、宇佐産業科学高校の生徒さん
たちが、授業の一環で定期的に来ています。
私たちは、一緒に学ぼうという気持ちでい
ます。ＡＰＵの学生さんたちは半分以上が
留学生で、9か国の人たちで一つの田んぼ
の稲刈りをしたことも。

― 一男さん

宇佐産業科学高校の卒業生たちは、
毎年、合宿して草刈りに来てくれます。
両合で食べるご飯を楽しみにしてくれ
ています。ここにしかないものを食べ
てもらいたいので、地元で採れたもの
で美味しいご飯をつくります。

―康美さん

写真を撮りに県外からも
多くの人が来るんだって。

「両合フォトコンテスト」
もやってるよね。

―ケイコ
とても素敵なところですね。日本の
昔話に出てくるような景観だなあと
思いました。

日本の原風景である古き良き昭和の風景を残したい。
だから棚田の石積みが壊れたら、できるだけコンク
リートは使わずに、元の石で復旧する。また、田ん
ぼのあぜ道も昔ながらの土ですから、崩れたらまた
土を塗って補修します。自然を壊すのは簡単だけど、
守るのは大変です。

― 一男さん

お二人の写真を撮りたいとお願いしたら「両合のためなら」ということで承諾していただきました。
せっかくだから両合川橋で写真を撮りましょうとなったとき、「両合川橋が主役だから」と橋の横に立つお二人。
両合川橋、そして両合を大切に思う気持ちを感じました。

私も石積みの復旧をやるんですよ。嫁いできてから、
お義父さんがやっているのを横で見て覚えました。

―ケイコ
両合川橋の路面に芝が生えているのも素敵だなあ
と思いました。

両合川橋は大正１４年(1925年)に架けられました。
小平川を挟んだ二つの集落が出会うから「両合」と
名づけられました。

昔から自然と芝が生えているんですよ。
―康美さん

― 一男さん

昔のままの土のあぜ道
には、いろいろな植物
が生えています。

多孔質な石積みは
多くの植物や生き物
の棲息の場。

― 一男さん

石井一男さん・石井康美さん /両合棚田を守る会

―ケイコ
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路面が芝に覆われた両合川橋

―ケイコ
両合には、若い人たちが集まってくる
そうですね。

―康美さん

　国の登録有形文化財の両合川橋と、日本棚田百選に選ばれた狭く急峻な地形に石積みで階段状に築
かれた両合棚田からなるのどかな景観を持つ両合。そんな両合で、棚田を守りながら暮らしを営む石
井さんご夫妻にお話を聞いてきました。

宇佐市

先祖が残したものは大事にするべき。残すべきものは残す。

両合川橋に自然に生えた芝か
らは、人と自然の共生を感じ、
渡るときに優しい気持ちにな
りました。
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　源泉数、湧出量ともに日本一を誇り、その湯けむり景観は重要文化的景観に
も選ばれた温泉都市、別府。そんな別府市のまちなかでゲストハウスを運営す
る森谷みちるさんと、スタッフの近間奈津美さんにお話を聞いてきました。

―森谷さん
韓国、台湾の方が多いですね。思ったより
ヨーロッパ系の方も結構多いです。
ヨーロッパ系の方は「ここにしかないもの」
を求めて来ます。

―ケイコ
宿泊客の方には、近所にある地元の温泉
の入浴券を渡しているそうですね。

―森谷さん
地元の温泉こそ別府の文化なので、ぜひ
体験してほしい。自治会長さんにお話を
して、入浴券をお渡しできることになり
ました。海外から来た方はマナーがわか
らないので「靴はここで脱ぎます」など、
丁寧に説明しています。

―近間さん
私は地元の温泉が大好きです。マナーを守ら
ない人には注意をすることもあるけれど、地
元の方はみなさんとても優しいです。地元の
温泉はシャワーがないところが多いですが、
地元のみなさんが温泉の入り方を教えてくれ
たりして、不便さからくるその交流がまたい
いなと思います。建物も可愛いんですよ。

―森谷さん
すぐそばにあった温泉はお湯が枯れて今は閉
鎖しています。以前は、温泉に入ったあとに
目の前の八百屋さんでアイスやスイカを買っ
て食べながら話していたそうです。そういう
交流は別府らしいなと思いました。
近頃は、温泉が枯れる、利用者の高齢化等の
理由で、地元の温泉が閉まっていっています。
人手不足で管理が大変になってきているそう
ですが、地域の方々が協力してなんとか続け
る努力をしてくれています。

―ケイコ
森谷さんから見て、別府の景観の魅力って
どんなところだと思いますか？

―森谷さん

地元の温泉があって、朝から風呂桶を持って
歩いている人がいるのも別府らしい景観だな
と思います。また、後ろに山があって、目の
前に海が広がっている開放感のある地形が魅
力の一つではないかと。

―ケイコ
別府は、温泉があって眺めもいいから昔
は別荘が多かったそうですね。

―森谷さん

昔は別府公園から海が見渡せたそうです。
この辺りも木造３階建ての建物が多く、
のんびりした雰囲気だったようです。
昭和になって大きなホテルが建つように
なり、日照や風通しも変化したとか。
実はこの辺りには、まだ数軒、木造の古い
建物が残ってるんです。それが別府らしい
景観の一つだと思うんですが、最近は気が
ついたら取り壊されて更地になっていたな
んてことが多い。毎日「いつなくなってし
まうか」とドキドキしています。

地元の温泉も古い建築物も、地域の
人たちの暮らしの中で大切に受け継
がれてきたもの。この別府らしい景
観と文化を守っていきたいですね。

―ケイコ
森谷さんのゲストハウスの利用者は、海外
からの方が多いとか。

/別府市内でゲストハウスを運営

別府市

地元の温泉に入るときは
挨拶すると
交流が生まれるよ。

やっぱりいました。
猫さん。

森谷みちるさん（右）、近間奈津美さん（左）

南的ヶ浜温泉のシンプルな浴槽

海門寺公園から続く通り。
「この辺りは、昔からのお店ばかりな
ので夜は静かでいい雰囲気です」と
森谷さん。

大きな通りから１本入ると、このように古
い建物が残っています。タイムスリップし
たみたい。

見上げると別府タワー。
目の前は昭和のまち並み。地元の温泉の前

にはお地蔵さま
がいます。

２５

湯けむり展望台から見た別府の市街地

わたしたちに
できることは
あるかな？

大和温泉
南的ヶ浜温泉

春日温泉

海門寺公園
別府駅

地元の温泉を中心 とした交流の風景が
別府らしいなと思 います。

春日温泉入口の路地 建物が可愛い大和温泉

２６



２７

いつも大事に持っている風呂敷の中身は、
インタビューに行ったときに
みなさんにいただいたものだよ！

両合の干しシイタケ間越の真アジ

緒方のお米で作ったおにぎり

別府の温泉チケット

飯田高原のおりゅうさん豆

臼杵のカボス

散歩したり、好きな景観や気
になる景観を写真に撮ったり
してみると、新たな良さに気
づくなど、何か発見があるか
もしれません。

いつもは車で通るだけ
だけど、歩いてみたら
こんなに素敵な場所が
あったんだ、とか！

大分県ではインスタグラムで
「魅力あるおおいたの景観」
を発信しています。
おおいた景観まちづくり (@oitakeikan)

フォローしてね！

インタビューとっても
楽しかったね！！

みなさんそれぞれ、暮らしと
ともにある景観のことが大好
きで、誇りに思ってるんだなぁ
と感じたよ。

どこも素敵で住んでみた
くなっちゃったもんね。

カン太くんは、どんなことに
気づいた？

僕はいろいろとお話を聞いてみて、僕がいつもあたりまえ
だと思っていた景観を、実はいろんな人が頑張って守って
くれているんだということに気づいたよ。

たしかに！飯田高原の川野さんは、「地域の方と
ボランティアの方が協力して野焼きを頑張っている」
と言っていたよね。
みなさん、いろいろな方々と協力しながら、景観を
守ることにつながる活動をしていたね。

建築や教育の視点から、
臼杵らしいまち並みを
守り継承することを考
える。

地域の方々と一緒に
飯田高原の草原や自然
や生きものを守る。

古き良き日本の原風景
を守るために、両合の
棚田や自然を守る。

田園風景を守り、
歴史や伝統文化を
継承する活動をし
ている。

間越の自然を守る
ために海岸清掃を
している。

あ、編集長

地域の方や宿泊客の方
と交流して、地元の温
泉文化を伝える。

❶ ❷
❸ ❹

僕たちにも、
景観のために
何かできることは
あるかな？

何をしたら
いいんだろう？
私が住んでるところは、
普通に何もない
ところだし。

普段あたりまえに暮らしていて
「何もない」と思っていても、
よく見たらケイコさんの周りにも
きっと素敵な景観がありますよ。

ケイコさん、ちょっと
待ってください！でも

まずはケイコさんの身の周りにある
景観に興味を持ってみてはどう？
お気に入りの景観や大切だと思える
景観が見つかると思いますよ。

初登場

いつもは素通りする道にも
よく見たら素晴らしい景観
が隠れているかもね。
身の周りの景観を意識して
見てみよう！

そうか！ そこで、この景観を
「大切にしたい」「守りたい」
という気持ちが芽生えたら、
少しずつ自分のできること
をやってみたらいいんだよ。

２８

https://www.instagram.com/oitakeikan/


地域の伝統文化を継承する 歴史的な建物やまち並みを保全する

夏から秋はお米を作る田んぼ。稲刈り
の後に「たきお子ども食堂」の子ども
たちと植えた約 2,500 球ものチュー
リップの球根が春には一斉に咲き始め、
地域の方々に喜ばれています。

並木の伐採の話が出たと
きに、商店街の方たちで
通りの清掃をすることに
して、並木を守りました。
並木のおかげで、夏には
涼しい緑陰が出来るそう
です。

「お店の看板の代わりにミ
ニライブラリー（自由に本
を置いたり持っていったりで
きる本棚）を置いてみよう」
と考えた店主さんが、通
り沿いに設置。近隣の方々
が散歩がてらに覗いたり
と、通りに面白い景観を
生み出しています。

四季の変化を
楽しむ

庭先を

散歩する

地域の行事に
参加する

景観に興味を持つ

２９

※「景観」についてのイメージを、年代や職業の違う
　いろいろな人に聞いてみました。

　一般的に「景観」という言葉には馴染み
がうすく、「景観」を自分事として捉えてい
る人は少ないようです。

写真を撮る

田んぼをチューリップ畑に！

地域のお祭りを継承することで、お祭
りのある景観や、お祭りを行う場所を
守ることにつながります。

歴史的な建物やまち並み等を保全するこ
とで、その地域固有の景観を守ることに
つながります。

受け継がれてきた農地を守る
農地を守ることは、食料や美しい田園
風景だけでなく、農地がもつ保水機能
等による防災機能や、生物多様性を守
ることにつながります。

大分社の羽田神楽 /大分市

稲が実った田んぼ /豊後大野市

オアシス並木通り商店街 /大分市

とある美容室の店先 /大分市

はだ花咲き会 /大分市

家の周りを緑化する

通りに新たな景観を生
み出した
看板代わりのミニライ
ブラリー

並木を自分たちで守る

山、空、まち並みなど
遠くの景観を眺める

「魅力あるおおいたの景観」
を次世代に
引き継いでいくために

美味しいお米だよ！

戸次本町のまち並み /大分市

きれいにする

大きな橋や道路？

国や県などの
公共の事業かな？

普段使わない
言葉だからピンと
こないかも。

江戸時代末期から戦前にかけて
建てられた貴重な建築物が現存
し、今も活用されています。

大分の先祖神である
大分君稚臣（おおいたのきみわかみ）
大分君恵尺（おおいたのきみえさか )
その始祖とされる
豊門別命（とよとわけのみこと）
を御祭神としています。

　まずは、散歩して近所の景観に興味を持
つというような、誰にでもできそうな小さ
な取組みから始めてみて、少しずつ、地域
の方々とのつながりや「魅力あるおおいた
の景観」を守り、育てる輪を広げていこう！

３０

あまり
考えたこと
ないなあ。

山とか海とか？


	00-32RGB-100
	01-02RGB-100
	03-04RGB-100B
	05-06RGB-100
	07-08RGB-100B
	09-10RGB-100B
	11-12RGB-100
	13-14RGB-100
	15-16RGB-100
	17-18RGB-100
	19-20RGB-100
	21-22RGB-100B
	23-24RGB-100B
	25-26RGB-100B
	27-28RGB-100B
	29-30RGB-100B



